
平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
受
領

答

弁

第

六

〇

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
六
〇
号

平
成
三
十
一
年
三
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
中
江
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
毎
月
勤
労
統
計
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
か
ら
意

見
聴
取
を
行
い
自
身
の
意
見
を
伝
え
た
こ
と
と
、
内
閣
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
の
所
掌
事
務
と
の
関

係
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
中
江
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
毎
月
勤
労
統
計
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
か

ら
意
見
聴
取
を
行
い
自
身
の
意
見
を
伝
え
た
こ
と
と
、
内
閣
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
の
所
掌
事

務
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
、
内
閣

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
に
当
た
り
、
平
素
に
お
い
て
、
関
係
省

庁
か
ら
説
明
を
受
け
る
こ
と
等
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
務
の
一
環
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
中
江
総
理
秘
書
官
自
身
の
判
断
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日
の
衆
議
院
予

算
委
員
会
に
お
い
て
、
中
江
前
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
、
参
考
人
と
し
て
、
「
私
が
厚
労
省
に
伝
え
た
・
・
・
改
善
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
秘
書
官
で
あ
る
私
個
人
と
し
て
の
考

え
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
総
理
の
指
示
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
厚
労
省
か
ら
そ
も
そ
も
説
明
を
聞
い
た
の
も
、
総
理
の
指
示
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
等
と
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
「
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
報
告
」
に
関
す
る
お

尋
ね
に
つ
い
て
は
、
同
日
の
同
委
員
会
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
「
私
は
、
当
時
の
秘
書
官
か
ら
検
討
会
に
関
す

一



る
報
告
を
受
け
て
も
お
り
ま
せ
ん
し
、
厚
生
労
働
省
で
そ
う
し
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
最
近
に
な
っ

て
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
知
っ
た
」
と
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
は
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

二


